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広島工業大学機友会 会報 第１号 
 

機友会発足について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          （機友会 発足総会に出席いただいた皆様） 

1963年（昭和 38年）母校広島工業大学は電子工学科・電気工学科をもって誕生しました。 
機械工学科は 1964年（昭和 39年）に増設され、現在は機械システム工学科と知能機械工学科
の二学科になりました。機械系の流れは現在も力強くつづき卒業生も 8285人と多くを輩出して
きました。機械系全員をつなぐ会があると良いのではないかとの思いから機友会が発足しました。 
平成 21年 10月 18日（日）、新講義棟及び懐かしの学び舎の見学のあと、午後 2時 30分より

母校広島工業大学の新講義棟 1 階デネブホールにおいて、（旧）機械工学科、（新）機械システ
ム工学科、知能機械工学科のＯＢとご招待者の約 300 名が参加して・機友会発足総会・懇親会
を開催しました。 

 新講義棟・懐かしの学び舎見学 
当日は午後 1 時より、新講義棟・懐かしの学び舎見学を行いました。新講義棟(10 階建)の 1

階から 4 階と工作センター（機械加工・溶接）・製図室・CAD ルーム・講義室を見学、新しい
立派な設備に驚き、また、昔懐かしい学び舎に思いを馳せていただきました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（新講義棟 1階ホールでの受付状況）      （懐かしの工作センターと先生）           

 

発足総会の部 
                       

黙 祷 
 発足総会の開会にあたり、 
平成 18年 12月、享年 91歳にして御逝去さ 
れました前理事長鶴襄先生をはじめ、恩師の 
先生方、及び機械系 OBでご逝去されました 
方々に、謹んで哀悼の意を表すため、参加者 
全員で一分間の黙祷を捧げ冥福をお祈りし 
ました。 

                                             
  （総会前に黙祷を捧げる出席者）  
 
総 会 式 次 
発足総会式次第は次の通りです。 

   一、経過説明 
   一、規約承認 
   一、役員承認 
   一、会長挨拶･活動方針 
   一、事務連絡 
  進行役は、準備委員会委員長の玉田さん 
  （1970年卒）が担当しました。 
                     

（発足総会の会場風景） 
一、経過説明 

  最初に玉田準備委員長が、ある卒業生の言葉を紹介しました。 
「広島工業大学の他学科は、OB会組織があり、それぞれ活動されている。でも、機械系



学科にはその組織がない。ぜひ、機械系もＯＢ会組織をつくり、前理事長鶴襄先生の教育方

針『神とともに歩み社会に奉仕する』、その先生の志を継ぎ、会として、私たちの持ってい

る技術力を使って母校を支援し、社会に貢献していこうではないか。そのためにＯＢ会組織

を作ろう」との呼びかけがあったこと。 
   そして、有志が集まり準備会を組織し、母校の先生方の後押しも得て、一年余の準備 
期間を要し、今日に至りました。 

 
一、規約承認  

                      準備会が、用意した規約（案）の内容が説明さ 
れました。 
そのなかで、会の名称について出席者から提

案があり、出席者全員で協議・採決の結果、名

称は「機友会」に決まりました。 
                      
                      規約の内容は、別添のとおりです。 
                     
（司会をする準備会玉田委員長） 

                       
 一、役員承認 
   可決されました広島工業大学機友会規約に則り役員の選出に入りました。 
  立候補者の要請が行われましたが、立候補者がおられず準備委員会の案が提出され、 
  出席者全員の賛成で可決承認されました。 
  承認されました役員は、広島工業大学 同窓会誌 2010 Vol．44号に掲載してします。 
 
一、会長挨拶･活動方針 

                   新原会長（1968年卒）の挨拶 
                    広島工大同窓会のホームページに、プレジデント誌 
                   2009・10･19 号の「理工系大学の年収実態」が掲載

されており、わが母校広島工大は 11位になっていま
す。 
このことは、ＯＢが技術を持って貢献し、その実績 
を評価されていることに、大きな影響力を感じました。 
母校の先生方と、連携を取りながら影響力を発揮し、 
地域活性の原動力となる、情報交換の場を作りたい。              

（挨拶と活動方針を話す新原会長）   同じ学び舎で学んだ先輩・同輩・後輩の情報交換が、 
より貴重になる。ここに機友会結成の意義があると考えます。 
これから、OBの方に対して先生の協力を得ながら、 
１．企業の中途採用状況の情報提供 
２．OB会員同士の親睦行事（研修会、工場見学、ゴルフコンペ等） 
３．同期会、同窓会の開催支援 



４．OBの大学訪問（ホームカミングデｨ）の開催 
    ５．機友会主催・共催のイブニングセミナー 

 ６．研究室の紹介    
   等、行いたいと思っています。 

今後、機友会は、会誌（ホームページに掲載）等を媒体として情報交換の場を作り、発展

して行きたいと思います。 
   就職率が高い大学には、多くの学生が志望してくれると思われます。皆様の中には学生の

採用活動に携わっている方も多くおられると思います。情報の提供等よろしくお願いします。 
また、早くから向学心のある学生を育てるため、インターンシップ研修等の情報も母校の 

先生方と相談しながら支援を進めたいと思っています。 
   母校の発展・隆盛は我々OBにとっても大変嬉しいことです。皆様からのよい提案をお待 

ちしています。  
と、抱負とお願いを述べました。 
 

一、事務連絡 
内田幹事（1971年卒）が下記の事務連絡を行いました。 

   １．今回の参加費 5,000円は、懇親会の飲食費と、招待費、資料等の印刷費、通信費等 
に充当します。 

２．ぜひ、広島工業大学のホームページを見てください。同窓会の情報、今回の発足総会

の内容（掲載予定）、大学や先生方の情報等がたくさん載っています。 
   ３．機械系 OBのネットワークづくりをします。各企業の代表幹事の選出に協力ください。 
 
  以上で総会の部が終了しました。 

終了後、出席者全員が玄関ホールで記念撮影を行いました。 
その写真がこの会報冒頭の写真です。 
写真撮影後、懇親会場に向っていただきました。 

 

  懇親会の部 
 中林副幹事長（1978年卒）の司会により、懇親会が始まりました。 

最初に新原会長の挨拶がありました。 
                     「今回の、機械系の機友会の立ち上げは好機、 
                     ラストチャンスだったと思っています。 
                      OB は各企業･官庁･団体等に多くの人材が活

躍しています。母校の先生方の協力を頂き 8000
余名のＯＢがネットワークを強固に構築し、結束

して社会に奉仕することは、母校にとってもよい 
                     効果が得られるものと信じています。 
                      母校からも温かいご支援をお願いします。」 
    （挨拶する新原会長）       



 続いて、鶴学園総長・理事長 鶴衛先生、広島工業大学学長 茂里一紘先生、広島工業大学同

窓会会長 横山健次様よりご挨拶をいただきました。 
 
 
                      “鶴学園総長・理事長、鶴 衛先生の祝辞” 

「機友会の発足、大変おめでとうございます。 
                     不況の中ですが、参加者が多いので、大変心強く 
                     感じます。広島工業大学は、もの造り工学をになう

大学でありたい。 
                      皆さんの力で、後輩を育て、温かく見守ってい

ただきたい。機友会が、今後繁栄していくことを願

い応援していきます。機友会、頑張ってください。」 
                      
（出席者の前で挨拶される理事長鶴衛先生） 
 
                      “広島工業大学学長 茂里一紘先生の祝辞” 
                       「機友会の設立、大変おめでとうございます。 
                        広島工業大学は、長男が電子･電気、次男が機 
                       械です。 
                       広島工業大学ＯＢの皆様が、現在、広島のオ 
                       ンリーワン企業にて多く活躍しておられること 
                       は文字どおり事実であり誇りです。 

機友会発足を機に、皆様のさらなるご活躍と教 
育の働きを土台に、数、実力ともに地域にあっ 
て存在感のある大学であり続けたい。 
機友会のすばらしい発足、おめでとうございま

（挨拶される広島工業大学学長、茂里先生）  す。」 
 
                      “広島工業大学同窓会長 横山健次様の祝辞” 

                       「機友会の発足、大変おめでとうございます。 
                       機友会の設立に 結束力を強く感じます。 
                       広土会、五三会、電友会、機友会、など、学科 

     系の集まりは参加者が多くうらやましい。 
                       卒業してからの人生は、大学の歴史、鶴先生 

      の教育方針『教育は愛なり』、『神と共に歩み社会 
に奉仕する』が活きてくる。 
これからも母校の発展、名声を高めていきまし 
ょう。                      

                       同窓会本部にも力を貸していただきたい。 
（挨拶される広島工大同窓会長、横山健次様）  機友会の発足おめでとうございます。」 



 続いて、先生方、並びに、ご招待させていただきました皆様方を紹介させていただき、１期生 

井手利彦様の乾杯の音頭で祝宴に入りました。 
 
卒業以来初めてお会いされた先生方と懇親される方、久しぶりに会った同窓生と尽きない話を

される方、等々、その様子を写真で紹介します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（来賓の挨拶を聞かれる出席者の皆様）    （懐かしく懇親される出席者の皆様） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（懇親される出席者の皆様）        （懇親される出席者の皆様）   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （懇親される出席者の皆様）        （鶴理事長･茂里学長と出席者） 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

（懇親される出席者の皆様）       （大学歌を合唱する先生、OBの皆様）      
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（ご臨席いただきました学園の皆様） 

（大学歌の音頭をとられる小西先生） 
 
 
懐かしい先生との語らいや、卒業以来、初めて再会された同期の皆様との楽しい懇親もお開き

の時がきました。 
懇親会の締めくくりとして、広島工業大学大学歌を出席者全員で声高らかに合唱しました。 

 
 
 
 
ご多忙中ご出席くださいました来賓の皆様、関東、関西、四国、九州等ご遠方からもおいで頂き

ましたＯＢの皆様、本当にありがとうございました。 
 
 
 



 次回は 2年後です。機友会をより発展させて、皆様方と再会できることを祈念しまして 
第１回目の会報とします。よろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       （再会を願って…懇親会の終わりに、大学歌を大合唱する出席者） 

 
 
＊機友会発足にあたり、ご寄付をいただきました同窓会関係各位、学園並びに母校機械系の

先生方に、紙面をお借りしまして、心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。 
以 上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


